
浜松志耀ロータリークラブ 第13回例会
開催日時：2023年8月10日（木）午前7：30 ～ 8：30

開催場所：オークラアクトシティホテル浜松 3階チェルシーの間

■会長挨拶 小澤会長
「信用は会社を支える最大の財産である」。現代の経済は信用経済であります。第1に、通貨

そのものが信用通貨。いかに精巧な印刷がしてあれ、1万円札はただの紙である。まして、紙
片に何千万円、何億円と書いた手形・小切手だけでビジネスの取引は成り立つ。まことに不思
議な仕組みであります。そして、会社の保有する財産にはいろいろな種類のものがあります。
もちろん、皆さん自身も会社の大切な財産にほかなりません。
さて、いろいろある会社の財産のなかで最も大切なものは、皆さんは何だと思いますか？私

は「信用」だと思います。企業経営を構成する4つの要素は「人・物・金・情報」だといわれていま
す。要素という言葉を財産に置き換えてもいいわけですが、信用というのは、その4つの財産の
上に立つものだと考えられます。会社に信用がなければ、優秀な人材も集まりません。良い物
もつくれません。むろん、お金も情報も集まってきません。会社のすべての成長の源が「信用」
というものなのです。信用という財産の蓄積が大きければ大きいほど、会社はそれだけ成長す
るのです。
しかも、信用という財産は、お金や物と違って、決して一挙にふくらむということはありません。1つ1つの仕事の結果に対する

社外の評価が積み重なって、信用というものになるわけです。1つ1つの仕事ということは、言い換えれば、皆さん1人1人の行
動です。例えば、得意先の人たちは、我が社の全社員の一挙手一投足をじっと見ているのです。その一挙手一投足に、信・不
信の判定を下すのです。そう心得て普段の1つ1つの行動を大事に考えてみるべきです。ビジネスは信用の上に成り立ってい
ます。一人一人が対外的信用を大切にし、育てていくことが会社の信用につながります。
そして、その信用ある人達の集まりがロータリークラブではないでしょうか。

・コロナ感染者が増えている。報道されていないが、浜松地域の病院の病床も一杯で、救急車の受入も出来ない状況だと聞
く。感染症の分類が変わっても、感染症状は同じなので、十分に注意して欲しい。

■幹事報告 田淵幹事
１．秋田豪雨の義援金 本日の例会と次回の例会で義援金を受付。9月20日に地区へ送金する予定。
２．古着deワクチン 本日から3回の例会(8/10、8/24、9/14)終了後、幹事へ古着をお願いします。
３．塚本由起子さんの入会について 理事会で承認済み。現在、各会員に照会中。

■委員会報告 大志育英委員会 「街頭募金活動実施について」 小澤会長
・9／30(土)10時30分～13時30分 @浜松駅北口･遠鉄百貨店入口付近
・当日までのスケジュール：8/24の例会終了後に役員会で役割分担を決め、9/14の例会で詳細内容を伝達。9/28の例会で

当日の最終確認

■議事
1．卓話：米山記念奨学生 李根さんより
①静岡文化芸術大学での勉学の報告、②米山記念学友大会の出席報告

2．米山記念奨学事業のDVDを視聴

■米山奨学生奨学金授与
・会長より、李根さんへ奨学金を授与した。
李根さんより「大阪の会社から内定をもらった」との報告が有った

■連絡事項
・会長より ①次回の例会で、佐々木さんの入会式を行う

②米山記念奨学事業の現況報告（財源はロータリアンの寄付からで年間約14.5億円、毎年750～900人の奨学
生にお渡ししている）

■スマイル
①会長－ビジターへの御礼、米山奨学生李根さんの卓話への御礼 ②村田会員－米山奨学生李根さんの卓話への御礼
③加藤会員－義父の還暦等の報告 ④伊藤会員－仕事紹介の御礼
⑤衛藤会員－伊勢湾一周等の報告

※ビジター4名（佐々木陽一氏←刑部会員の紹介、塚本由紀子氏と久米加代子氏←加茂会員の紹介、米山奨学生：李根さん）

※出席率：79.3％(会場17名＋BAND 6名＝23名／29名)
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